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最近の金融機関のリテール戦略－２ 

～豊田信用金庫のリテール戦略～ 

古江 晋也

 
地域経済と豊田信用金庫 
 東海地方は「名古屋金利」の異名を持つほど

貸出金利競争が激しい地域である。これは東

海地方に体力のある金融機関が多く集まって

いることと、貸出先企業が無借金経営を好む経

営哲学に由来しているといえる。 

さらに、東海地方は「信金王国」といわれるよ

うに預貯金残高が１兆円を超える信用金庫が

三行ある。そのうち二信金は、西三河地域（豊

田市、刈谷市、岡崎市、碧南市等）にあり、この

地域は地元の地方銀行がないこととトヨタ自動

車とその関連企業が多いことに大きな特色が

ある。そして西三河地域の中心である豊田市に

位置する金融機関が、豊田信用金庫（以下、豊

田信金）である。 

豊田信金は、豊田市とその近隣市町村、名

古屋市東部を営業区域とする預貯金残高約

7100 億円の金融機関である。『豊田市勢ガイド

2004』によれば、本店所在地の豊田市は典型

的な企業城下町であり、トヨタ自動車本社と7つ

の工場、PR 会館等の施設がある。豊田市の製

造品出荷額等は9兆6634億 8432万円（平成 

 

14 年）で全国トップを誇り、自動車関連工場の

製造品出荷額等は全体の 95.5％を占めてい

る。 

このような地域経済を背景に豊田信金は、豊

田市内における取引シェアが30％、個人ローン

利用者の半分がトヨタとその関連企業の社員と

いう地位を築いている。 

 

 
アパート・住宅ローン活発化の背景 
 豊田市を中心とする西三河地区は、トヨタ自

動車とその第一次関連会社の設備投資が活発 

豊田信用金庫本店 

 

 

・愛知県豊田市は、トヨタ自動車の生産拡大に伴い人口が増加しているため賃貸住宅ロー

ンが活発である。また、トヨタ自動車の持家推奨政策によって住宅ローンも盛んである。 

・豊田市を営業エリアとする豊田信用金庫は賃貸住宅ローン・住宅ローンを推進するため

業者回りを始めとする情報収集活動を盛んに展開している。 

・「休日相談会」では、顧客のライフプランをベースに相談を行うため、顧客との「親密さ」「腹

を割った」関係を構築している。 

今月の焦点 
国内経済金融  

 
要旨  
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化しているが、第二次・第三次関連会社は、第

一次関連会社ほど活発化していないため、事

業性融資が伸び悩む傾向にある。そのため、

豊田信金が注力している分野は、アパートロー

ンと住宅ローンである。 

人口構成の観点から豊田市を検討すれば、

豊田市は、20 歳後半代の人口が最も多いこ

とが特徴となっている（「豊田市年齢別人口」

を参照）。この要因はトヨタ自動車の存在が

大きいといえる。国内販売、国外販売が好調

なトヨタは正社員、派遣社員、季節工を増員し

ている。また、日本全国から技術者が豊田市を

中心に集まってきている。つまり、トヨタ自動車

の業績拡大に伴う人口の拡大が賃貸住宅の需

要を高めている。 

 住宅ローンの増加は、トヨタ自動車の福利厚

生と大きく関わっている。トヨタ自動車は持家奨

励策の一環として社宅入居を 10 年に限定した

ため、住宅購入需要が喚起されたのである。さ

らに、第二次ベビーブームで生まれた団塊ジュ

ニアが住宅購入を行う時期にさしかかったこと

も住宅需要が活発化している要因となってい

る。 

 
 

 
アパート・住宅ローン戦略 
 豊田信金はアパートローン・住宅ローンを推

進するため積極的に業者対策を行っている。と

りわけ、ハウスメーカーの営業担当者と一緒に

営業活動を行ったり、継続的な業者訪問を行う

ことで情報交換をしている。 

地域金融機関として最も重要なことは地域の

不動産物件の動向を的確に把握することであ

る。そのため、担当者は、地域の住宅関係のチ

ラシをすべてチェックしている。 

 アパート建設は、全国的には駅から徒歩 10

分以内というような立地条件の良い地域で行わ

れる傾向にあるが、豊田市は自動車が生活の

一部となっている都市であるため、広範な地域

でアパート建設が活発に行われている。豊田信

金のアパートローンは、近年、プロパー融資

（個別案件で保証会社が保証しない融資）が主

流となっている。これは保証会社の規格に適合

しない案件が増えたことによる。アパートの収

益性は平均 9～10％を目標としている（収益は、

家賃からアパートの減価償却費、アパートロ

ーンの元金と利息、修繕費・管理費、広告費、

税金等などの経費を控除した金額であり、財

務諸表上の当期純利益に該当する）。 
ただし、融資姿勢としては、店舗付賃貸住宅

豊田市年齢別人口（登録人口/平成16年3月1日現在）
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出所）『豊田市勢ガイド2004』
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は、住環境が悪化することや入居率が低下す

るため、融資を行わないことにしている。 

この地域は、サブリース会社が入居者の募

集や家賃保証を行うのでアパート・マンション経

営者の手間が省かれている。また、トヨタ自動

車関連会社が多いため、借主は建物全部を借

り入れる「一棟借」を行うこともある。 

つまり、サブリース契約の活発化と地域産業

の堅調さがアパートローンを促進しているとい

える。豊田信金のアパートローンの概要につい

ては本稿末尾の（資料）を参照されたい。 

住宅ローンは近年、大手行を中心に短期固

定金利商品で借換えを狙った競争が全国的に

展開されているが、豊田市の場合は新築需要

が高いため、長期固定金利が選好されている。

具体的には、2002年4月より、「とよしんスーパ

ーホーム」（当初 10 年間および 11 年目以降の

金利を固定とした固定金利段階型住宅ローン）

を販売した。長期固定金利は、業者に好まれ、

住宅ローンの約 70％が長期固定金利となって

いる。事務処理に関しては、テラーが住宅ロー

ンの受付ができるように教育を行い、事務作業

の効率化・迅速化を目指している。 

2000 年以降、住宅ローンをリテール戦略の

中心に据えた金融機関は、ローンセンターを

次々と設置したが、豊田信金は支店がローンセ

ンターの機能を担っているため、新しく設置して

いない。 

 
休日相談会 
 豊田信金の推進業務において休日相談会は

重要な役割を担っている。休日相談会は 5～6

年前からひと月に4回のペースで行われ、当初

は住宅ローンの借換え相談と年金相談がメイン

であった。しかし、今日では相談内容が資産、

年金、アパートローン、住宅ローンに拡大し、顧

客のライフプランを基にした総合的な相談を行

っている。 

 これは、新聞の折込広告で地元地域に休日

相談会の開催日を知らせたり、支店の入り口に

次回の開催日の告知を行うなど認知度の向上

に努めた結果である。豊田信金は他の金融機

関が行う以前から資産相談会を行っているた

め、地域から評価されている。 

相談会では、FP の資格を有する職員が顧客の

ライフプランの観点から相談を行っている。職

員は、顧客と親身に話し合うため、顧客と強い

絆が構築され、親近感が増すという。現在では、

多重債務者からの相談もある。 

 
金融商品販売 
 本年度、当研究所は、首都圏、北九州地方を

始めとしてリテール戦略のヒアリング調査を実

施したが、元本割れの生じる可能性のある金

融商品は、活発に販売を行っていない状況で

あった。 

しかし、来年のペイオフ解禁を控えて、豊田

信金の営業エリアでは国債、県民債、投資信託

等の金融商品の販売が積極的に行われている。

とりわけ、豊田信金が扱う投資信託でユニーク

な商品が「トヨタグループ株式ファンド」である。

このファンドは、トヨタ自動車とトヨタグループ会

社の株式を投資対象銘柄とし、トヨタ自動車株

式を約50％、トヨタグループ会社株式を約50％

の投資比率で運用を行う投資信託である。 

 豊田信金はこのファンドを 2003 年 12 月から

販売し始めた。地元にトヨタ自動車の関係者が

多いため、販売額は好調である。ただし、豊田

信金は販売に際して、投資信託のリスクは自己

責任であるということを徹底的に説明している。 
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おわりに 
豊田信金は「信金王国」の中で預金量が大きい

わけでもなく、ここ数年間、支店数を増加させて

いるわけでもない。では、豊田信金の特色とは

何処にあるのであろうか。それは、トヨタ自動車

の企業城下町を本拠地としている「地の利」と

地域性を反映したリテール戦略にあるといえ

る。 

 「地の利」については、トヨタ自動車とそのグ

ループ企業の業績向上による生産拡大が人手

不足を生じさせ、豊田市に人を引き付ける原動

力となっている。これは、アパートローンの需要

に結びつくこととなる。また、企業の社宅政策の

見直しは、住宅ローンの融資拡大を促進するこ

ととなった。まさに豊田市独特の「地の利」の効

果であるといえる。 

 ただし、豊田信金は近年になってアパートロ

ーンや住宅ローンを活発化させたわけではな

い。トヨタ自動車が経営危機（1950 年）を乗り越

えて工場を新設し、生産を拡大した 1960 年代

から木造アパートに融資を行っていた。このよ

うな過去の実績が地域における「とよしん」ブラ

ンドを高めてきたといえる。 

地域性を反映したリテール戦略については、地

域に密着した情報収集力が豊田信金を「地域

情報センター」へと進化させ、その情報力が今

日の住宅ローンやアパートローンを活発化させ

てきた。 

このような地域情報の収集力は、信金マンの努

力の結果であり、顧客、業者に対するきめの細

かな配慮が案件獲得に結びついている。 

さらに休日相談会は住宅ローンの借換え相談

と年金相談であったが、ライフプランをベースと

した相談は、必然的に顧客の経済状況等が相

談内容に反映される。そのため、職員と顧客と

の「親密さ」ないしは「腹を割った」相談が強固

な信頼関係を構築する上で重要である。 

近年、「相談会」が盛んに開催されているが、融

資案件を保証会社に送付することが業務となっ

ているケースが少なくない。事務処理の効率化

はコスト削減にとって重要であるが、一方で顧

客はきめ細かな対応を求めていることも事実で

ある。だが、きめ細かな対応を行うためには、

職員に多くの知識が要求される。そこで、豊田

信用金庫は自動車部品製造業、不動産業等に

強い人材を育成するため勉強会を実施してい

る。これは「地域情報センター」としての役割を

さらに強化しているといえる。 

東海地方は金融の激戦区である。この地域で

勝ち残るには明確な戦略が必要である。豊田

信金が選んだ戦略とは、アパートローンと住宅

ローンを中心とする個人融資の拡大と地域の

情報収集にあるといえる。 
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（資料） 豊田信用金庫のアパートローンの概要 

商 品 名 アパートローン 

利用対象者 当金庫営業エリアに居住する不動産業を専業としない個人。 

融 資 金 額 2,000万円以上3億円以内(10万円単位) 

担 保 対象物件(土地建物)に第１順位の根抵当権を設定。 

金 利 
１、住宅ローン基準金利に準じる。 

2、金利種類、変動、3年・5年・10年固定より選択。 

融 資 期 間 最長35年 (建物の構造により異なる) 。 

保 証 人 法定相続人１名以上。 

保 険 等 
・融資金額以上、融資期間以上の保険期間の長期火災保険に加入。 

・豊田信用金庫が契約する生命保険会社の団体信用生命保険に加入。 

そ の 他 

○資金の使い道…賃貸住宅建設資金で、原則として建物の用途が、①貸店舗併

用建物、②貸事務所併用建物、③債務者が居住する建物、④社宅を目的とした

建物、⑤貸別荘を目的とした建物の１項目にも該当しないこと。 

出所）豊田信用金庫ホームページより抜粋 


